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[経営成績 ]

当年度における当社グル－プを取り巻く状況は、年度前半は、企業のＩＴ投資や個人向けのディ

ジタル家電、パソコンの需要増加などにより国内景気は緩やかに回復し、米国・欧州の景気も拡大

基調にありましたが、年度後半は、米国経済の減速とこれを背景とした企業の設備投資抑制や在庫

調整の動きが日本、欧州にも広がり、外部環境が急速に悪化いたしました。

（１）連結業績

このような状況のもと、当年度における売上高の状況は次のとおりです。

１．ソフトウェア・サ－ビスは２０，１６８億円（前年比２％増）。

国内ではインタ－ネットの利用拡大にともないシステムインテグレ－ションやアウトソ－

シングを中心としたサ－ビスビジネスの売上が増加いたしましたが、海外では企業のＩＴ投

資抑制の影響を受け欧米におけるサ－ビスビジネスの売上が減少したことなどにより全体の

売上が伸び悩みました。

２．情報処理は１４，９７５億円（前年比７％減）。

国内ではインタ－ネットの活用を支える製品の開発・販売に努め、ＵＮＩＸサ－バや個人向

けを中心としたパ－ソナルコンピュ－タの売上が増加いたしましたが、グロ－バルサ－バの需

要が減少したことなどにより、国内全体では売上が減少いたしました。また、海外においても、

年度後半に欧米向けデスクトップパソコン用小型磁気ディスク装置の売上が減少したほか、欧

州のパ－ソナルコンピュ－タ製造・販売子会社を、前年度下期に持分法適用会社としたことな

どにより売上が減少いたしました。

３．通信は８，４９８億円（前年比１０％増）。

北米における光伝送システムは、通信回線の高速化・大容量化が進み売上が増加いたしまし

たが、年度後半においては通信事業会社の投資抑制の影響を受け売上が伸び悩みました。また、

国内においては、サ－ビス開始を控えた次世代移動通信システムＩＭＴ-2000 対応の交換シス
テムや基地局システムの出荷が本格化し売上が増加したほか、携帯電話でもｉモ－ドの新サ－

ビスに対応した新機種の需要増加により売上が増加いたしました。

なお、北米向けに毎秒 1.76 テラビットの伝送容量を持つＷＤＭシステムの商用出荷を開始
いたしました。

４．電子デバイスは７，５９７億円（前年比３４％増）。

米国経済の減速を背景とした企業の在庫調整の影響により、年明け以降売上の伸びが急激に

減速いたしましたが、年度前半における携帯電話やディジタル家電向けなどのフラッシュメモ

リ、ロジックＩＣ、および光伝送システム向け化合物半導体などの需要の急増に積極的に対応

し、年間では大幅な売上の増加となりました。

これらの結果、売上高は５兆４，８４４億円と前年比４％の増収となりました。

利益面では、いち早く事業構造改革を進めていた電子デバイスの収益性向上に加え、グル－プ全

体で営業費用の圧縮に努めたことなどにより、営業利益は２，４４０億円（前年比６３％増）、経

常利益は１，８９７億円（同２．７倍）を計上いたしました。当期利益につきましては、引き続き

事業構造改革を推進したほか、米国アムダ－ル社の事業構造転換にともない特別損失を計上したこ

となどにより、８５億円（同８０％減）となりました。
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（２）単独業績

当年度におきましては、サ－ビスビジネス、ＵＮＩＸサ－バ、パ－ソナルコンピュ－タの売上は

増加いたしましたが、グロ－バルサ－バや小型磁気ディスク装置の売上が減少し、さらに米国景気

の減速を背景として年明け以降電子デバイスの売上の伸びが急激に減速し、売上高は３兆３，８２２億

円（前年比４％増）にとどまりました。損益につきましては、いち早く事業構造改革をすすめてい

た電子デバイスの収益性向上に加え、全社的な営業費用の圧縮に努めたことにより、営業利益は

１，００２億円（同８６％増）、経常利益は１，０７４億円（同６.８倍)を計上いたしました。当期
利益につきましては、引き続き事業構造改革を推進したほか、当年度末時点における関係会社株式

などの減損処理１，４０５億円を実施するとともに、退職給付債務に対する積立不足を一括償却し、

同時に保有株式の信託設定を行ったことなどにより４６６億円（同３．４倍）を計上いたしました。

（３）２００１年度の業績見通し

ＩＴ産業は、ネットワ－ク社会の将来を担う産業として中長期的には最も成長が期待される分野

です。しかしながら次年度におきましては、世界的な景気減速を背景とした企業の設備投資抑制や

在庫調整の動きなど厳しい状況が続くと予想されることから、現時点における２００１年度の業績

見通しを下記のとおりとしております。

連　　　　　　　　結

中　間　期 通　　　期

売 上 高 ２兆６，５００億円（前年同期比 ６％増） ５兆８，０００億円（前年比 ６％増）

営業利益 ９００　〃（　　〃 　　１０％減） ２，７００　〃（　〃 　　１１％増）

経常利益 ３００　〃（　　〃 　　５４％減） １，６００　〃（　〃 　　１６％減）

当期純利益 ０ ５００　〃（　〃 　　５.９倍）

単　　　　　　　　独

中　間　期 通　　　期

売 上 高 １兆６，０００億円（前年同期比 ６％増） ３兆６，０００億円（前年比 ６％増）

営業利益 ４００　〃（　　〃 　　５６％増） １，０００　〃（　〃 　　－％減）

経常利益 ３００　〃（　　〃 　　 ６％増） ８００　〃（　〃 　　２６％減）

当期純利益 １００　〃（　　〃 　　８７％減） ４００　〃（　〃 　　１４％減）

上記見通しには、主要市場における製品・部品の需給動向（日本及び欧米など）、為替相場、日米

の株式市況などに不透明な面があり、実際の業績は見通しと異なる場合がありえることをご承知お

き願います。


